
 

 

 

 夏休みのこどもたちの様子はいかがでしたでしょうか？ 
ついに夏休みも終了しました。こどもたちはどのような夏休みを過ごしたのでしょうか？各ご家庭

で振り返っていただきたく、この号を書いております。 

休みの時の毎日ってあっという間に過ぎていくものです。こどもたちもついついその流れに巻き

込まれてしまって、気がつくと宿題に追われているという状況が多々あります。「毎年、毎年こうな

んですよ（苦笑）。夏休みが終わるたびに親子げんかが絶えません。」という相談を受けたこともよく

ありました。私にも息子が２人おりますが、夏休みのたびに、もれなく叱咤、激励する毎年でした。

本当に一緒に苦労をした経験があります(笑)。しかしながら、現在は「あのとき、叱ってくれてあり

がとう。」と言ってくれるようになったので、成長したものだと思います。 

ですので、本荘小のこどもたちにも身に付けてほしい力の一つに

自主性があります。現行の学習指導要領でも「学びに向かう力、人

間性など」が柱の一つとして取り上げられています。これからの時

代必要な学びであることは間違いありません。では、学びに向かう

主体性や自主性はどのようにして育つものなのでしょうか。 

終わってしまいましたが、夏休みや土曜日曜などの休日は「学び

に向かう力」を育てるのによいチャンスであると考えます。例えば、

私が学級担任の時には、夏休みの前に夏休み期間中の時間割を自

由に作らせていました。「学校の時間割にしばられないで、自分の好みで時間割をつくってよいのだ

よ。自分のライフスタイルに合わせた素敵な時間割を考えてごらん。」と言ってこどもたちに知恵を

絞らせるのです。これって今でいう「カリキュラムマネジメント」なのですけどね(笑)。 

特に高学年の子どもは一生懸命に考えます。夏休みのドリルなどには、何時に起きて何時に寝ると

いった一日の計画表がついているものあるので、各ご家庭で確認したり、一緒に考えたりしてみると

よいですね。特に今年もなかなか宿題や学習が満足にできていなかったと反省されるご家庭があり

ましたら、ぜひ校長までご相談ください。一緒に考えましょう。そして、冬休みや来年度の夏休みを

目標にすればよいのです。 

 まず、計画を立てる時に必要なことは何か？それは、間違いなく見通しを立てることです。簡単に

言うとめあてや目標をきちんと決めるということです。「ちゃんと勉強する」とか「しっかりとやる」

といった抽象的であいまいな目標でなく、「１週間後には〇〇ページまで終えて、わり算の正答率を

８０％以上に上げる」とか「漢字の正答率を 9 割以上にするために、タブレットでドリルパークを

毎日10分する」といった具体的な目標であることが大事です。そして、「〇〇時間勉強する」とい

う具体的な方法だけでなく、結果として「自分が身に付けたい力」、例でいえば（裏面へ） 
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「わり算の正答率8割」とか「漢字の正答率9割」といった具体的な目標も同時に設定するのです。

方法的な目標を決めたけれども、自分の力が向上していないのなら、方法を改善しなければいけませ

ん。これは、ビジネスでいうところの「ＰＤＣＡサイクル」と同じです。具体的な目標を計画し、実

行する。そして、チェックして次の行動へつなぐのです。 

 これが身につくと、毎日の勉強だけでなく、将来の自分へつながり、「夢」の実現へとつながるの

です。これが身についていないと、毎日を悶々と過ごしたり、ネット上の動画にはまり込んだり、ゲ

ームばっかりしたりと生産性のない毎日となって、やる気につながらないという悪循環になります。 

 でも、これはみんな一度や二度は経験したことがあるはずです。私もこどもの頃の夏休みってむだ

に過ごした時間の方が多かったはずです。でも、私の時代はそれでもよかったかもしれません。しか

し、今を生きる子どもたちにとって「自主性」「主体性」という要素はとても重要なものになってい

るのです。ぜひ、ご家庭でこの学校だよりを一緒に読んで話題にしてください。頭ごなしに指導する

よりも一緒に考える。やらせるだけでなく、自分でやれるようにサポートすることが、私たち大人の

役目なのだと考えます。ぜひ、お悩みのご家庭があればご相談ください。（校長） 

 

校長先生の虫眼鏡 

「主体的・対話的で深い学びの実現について（イメージ） 文科省資料」 

文科省のイメージです。本荘小学校でも常に授業改善に取り組んでいます。 

 


